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ハマミーナ夜間管理

業務就業中の会員を
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柳島しおさい公園

除草・草刈等業務

就業中の会員を訪

ねました。
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高橋　幹雄さん

長野　和夫さん

岩田　征二さん山下　宣美さん
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年
会
費
の
納
入
を
！

　
令
和
元
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
事
務
局
窓
口
で

納
め
て
下
さ
い
。
な
お
、
会
費
納
付
書

は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
毎
年
四
月
か
ら
六
月
末
日
ま
で
に
、

事
務
局
窓
口
で
納
め
て
下
さ
い
。

　
納
入
が
無
い
場
合
、
就
業
の
ご
案
内

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

　
平
成
三
十
一
年
一
月
か
ら
令
和
元
年

五
月
ま
で
に
、
次
の
方
々
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

◎
新
入
会
員
紹
介

男 

七
十
四・〇
歳

女 

七
十
二・九
歳

合
計 

七
十
三・八
歳

会　

員　

数

平　

均　

年　

齢

男 

八
百
二
十
人

女 

二
百
四
十
八
人

合
計 

千
六
十
八
人

令
和
元
年
五
月
末
現
在

◎
一
月
入
会

稲
　
森
　
康
　
治

臼
　
井
　
孫
　
武

川
　
井
　
　
　
実

田
　
中
　
久
美
子

降
　
畑
　
永
　
子

◎
二
月
入
会

五
十
嵐
　
　
　
浩

永
　
野
　
良
　
雄

◎
三
月
入
会

星
　
野
　
眞
　
人

三
　
浦
　
由
美
子

◎
四
月
入
会

青
　
木
　
　
　
粲

青
　
木
　
節
　
子

秋
　
山
　
和
　
夫

荒
　
井
　
修
　
子

新
　
井
　
秀
　
美

安
　
藤
　
　
　
実

飯
　
森
　
光
　
夫

池
　
田
　
欣
　
二

石
　
田
　
和
　
久

石
　
塚
　
久
　
雄

伊
　
藤
　
正
　
則

内
　
田
　
好
　
信

大
　
窪
　
和
　
明

小
野
寺
　
ち
さ
子

菅
　
野
　
幸
　
男

岸
　
　
　
一
　
男

木
　
下
　
幸
　
子

久
保
田
　
昭
　
雄

栗
　
田
　
正
　
之

小
　
池
　
弘
　
子

近
　
藤
　
昌
　
一

坂
　
庭
　
恵
　
子

櫻
　
井
　
正
　
治

佐
々
木
　
国
　
興

白
　
川
　
一
　
恵

杉
　
浦
　
キ
ミ
子

杉
　
山
　
　
　
徹

鈴
　
木
　
喜
　
子

髙
實
子
　
　
　
勝

滝
　
田
　
了
　
介

田
　
中
　
茂
　
喜

戸
井
田
　
房
　
子

遠
　
山
　
　
　
明

中
　
平
　
武
　
士

仲
　
村
　
　
　
秀

中
　
村
　
八
　
重

長
谷
川
　
恵
　
子

畠
　
山
　
英
　
造

畠
　
中
　
貞
　
雄

八
　
田
　
惠
　
美

土
　
方
　
　
　
守

藤
　
田
　
邦
　
夫

三
　
浦
　
　
　
健

美
砂
保
　
好
　
子

宮
　
崎
　
範
　
博

村
　
上
　
幸
　
子

雄
　
谷
　
博
　
夫

八
十
岡
　
章
　
造

山
　
口
　
君
　
通

嘉
　
数
　
清
　
勇

吉
　
田
　
幸
　
生

米
　
澤
　
達
　
樹

若
　
尾
　
美
　
秋

◎
五
月
入
会

池
　
田
　
忠
　
雄

伊
　
藤
　
美
恵
子

太
　
田
　
和
　
男

喜
　
志
　
美
恵
子

倉
　
方
　
　
　
進

小
坂
田
　
訓
　
宏

佐
々
木
　
眞
美
枝

里
　
見
　
　
　
勝

塩
　
川
　
陽
　
子

菅
　
原
　
　
　
強

髙
　
橋
　
か
よ
子

髙
　
橋
　
す
ず
子

角
　
田
　
昭
　
男

豊
　
田
　
　
　
寛

中
　
島
　
敏
　
幸

藤
　
田
　
き
み
子

本
　
田
　
文
　
子

益
　
田
　
安
　
広

町
　
田
　
淳
　
子

森
　
　
　
恵
　
子

柳
　
川
　
純
　
子

山
　
崎
　
　
　
智

米
　
重
　
ヨ
ウ
子

以
上
　
八
十
五
名

（
敬
称
略
）

配
分
金
の
時
間
単
価
が

変
わ
り
ま
し
た

　
平
成
三
十
年
十
月
の
神
奈
川
県
の
最

低
賃
金
の
改
正
を
受
け
、
平
成
三
十
一
年

四
月
よ
り
配
分
金
一
時
間
当
た
り「
九
百

八
十
三
円
〜
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

登
録
情
報
変
更
の
際
の

連
絡
に
つ
い
て

　
緊
急
連
絡
先
・
住
所
・
電
話
番
号
な

ど
の
会
員
と
し
て
の
登
録
情
報
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
、
必
ず
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
本
年
四
月
一
日
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。

　み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
業
務
課
長
　
小
澤
　
伸
一
　で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

推
進
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表
紙
写
真
：
広
報
委
員  

萩
原  

彰
さ
ん

茅
ヶ
崎
海
岸
の
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
を
撮

影
し
ま
し
た
。

編
集
後
記
　

　
　
新
元
号
令
和
で
初
の
広
報
で
す
。

併
せ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
も
来
年
は
設
立

三
十
周
年
で
す
。
広
報
活
動
も
、こ
の

歴
史
の
転
換
点
を
機
に
、よ
り
一
層
会

員
に
活
き
た
情
報
提
供
を
続
け
ま

す
。　　　　　　　　　
広
報
委
員
会
一
同

紹

介

し

ま

す

！

写
真
作
品
募
集
し
ま
す
！

令
和
元
年
度

定
時
総
会
開
催

　
去
る
五
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
、
令
和
元
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
七
百
九
十
五
名
の
出
席
者
（
委
任
状
含

む
）
が
あ
り
、
次
の
議
題
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で

原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
議
　
題

（
一
）
報
告
事
項

報
告
第
一
号
　
平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号
　
平
成
三
十
一
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号
　
平
成
三
十
一
年
度
資
金
調
達
及
び
設

　
　
　
　
　
　
備
投
資
の
見
込
み

報
告
第
四
号
　
平
成
三
十
年
度
収
支
補
正
予
算

（
二
）
協
議
事
項

議
案
第
一
号
　
役
員
の
報
酬
及
び
費
用
に
関
す
る
規

　
　
　
　
　
　
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

議
案
第
二
号
　
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
の
承
認

議
案
第
三
号
　
平
成
三
十
年
度
決
算
の
承
認

監
査
報
告

二
、
正
会
員
の
表
彰

永
年
功
労
者
の
表
彰

　
正
会
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称

え
、
定
時
総
会
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
規
程
に
よ
り
、
次

の
二
十
五
名
の
正
会
員
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

柳
　
澤
　
幸
　
夫

長
久
保
　
　
　
孝

神
　
保
　
孝
　
夫

植
　
松
　
英
　
信

石
　
川
　
昭
　
雄

安
　
武
　
繁
　
光

田
　
中
　
良
　
司

井
　
上
　
雅
　
美

真
　
嶋
　
経
　
夫

谷
　
　
　
久
米
子

山
　
野
　
　
　
修

岩
　
﨑
　
鶴
　
夫

義
　
家
　
重
　
利

田
　
中
　
　
　
満

片
　
倉
　
　
　
淳

齋
　
藤
　
　
　
彰

河
原
崎
　
照
　
和

大
　
石
　
正
　
典

鈴
　
木
　
章
　
二

畠
　
山
　
悦
　
郎

加
世
田
　
富
　
江

斉
　
藤
　
全
　
弘

堂
　
前
　
与
四
郎

長
　
尾
　
　
　
勤

鷲
　
尾
　
　
　
晁

　
今
年
度
も
定
時
総
会
終
了
後
、
安
全
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
茅
ヶ
崎
警
察
署
と
茅
ヶ
崎
市
市
民
安
全
部

安
全
対
策
課
の
職
員
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
講
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
半
で
は
茅
ヶ
崎
警
察
署
の
方
か
ら
、
自
転
車
を

利
用
す
る
際
の
安
全
利
用
五
則
と
し
て

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
茅
ヶ
崎
市
安
全
対
策
課
の
方
か
ら
、
市

内
に
お
け
る
詐
欺
被
害
の
増
加
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
、
詐
欺
の
手
口
の
再
現
映
像
の
上
映

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
詐
欺
か
ら
大
切
な
お

金
を
守
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
効
果
的
で

あ
る
か
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
目
的

で
、
写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
次
回
以
降

の
会
報
記
事
や
表
紙
等
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
作
品
テ
ー
マ
：

①
『
新
年
』ま
た
は『
ね
ず
み（
干
支
）』

②
『
初
夏
』ま
た
は『
茅
ヶ
崎
ら
し
さ
』

　※

掲
載
の
都
合
上
、
写
真
に
つ
い

て
は
縦
撮
り
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
応
募
方
法
：
掲
載
の
都
合
上
、
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
も
し
く
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
デ
ー
タ
の
み
の

受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
応
募
の
際
に
は
、
メ
ー
ル
で
氏

名
と
会
員
番
号
を
記
入
の
上
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
：ch

ig
a
sa
k
i@
sjc.n

e
.jp

ま
で
応

募
写
真
の
画
像
デ
ー
タ
を
添
付
の
上

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
画
像

デ
ー
タ
が
五
Ｍ
Ｂ
を
超
え
る
場
合
に

は
デ
ー
タ
の
入
っ
た
記
録
媒
体
を
直

接
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
広
報
委
員
会
な
ど
に
よ
り
選

考
を
行
い
、
掲
載
を
持
っ
て
発
表
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
そ

の
際
氏
名
等
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。
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交
通
安
全
等
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た

守
り
ま
し
ょ
う
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
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去
る
六
月
二
日

（
日
）
サ
ザ
ン
ビ
ー

チ
ち
が
さ
き
に
お

い
て
、
茅
ヶ
崎
市

主
催
の
「
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン

茅
ヶ
崎
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
他
団
体

等
老
若
男
女
、
多

く
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
回
は
九
月
八
日

（
日
）午
前
七
時
か
ら

八

時

三

十

分

ま

で
、
サ
ザ
ン
ビ
ー

チ
ち
が
さ
き
で
、

開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
是
非

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
集
合
場
所
に
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
の

ぼ
り
旗
が
あ
り
ま
す
。
参

加
を
お
考
え
の
方
は
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

事
務
局
☎
八
五
―
七
四
二
五

1% 1%
図2 仕事ぶり(設問②)図3 今後の意向(設問③)

平
成
三
十
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
調
査
結
果
に
つ
い
て

１　

調
査
の
目
的

　
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方

が
次
の
項
目
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意

識
や
要
望
を
持
っ
て
い
る
か
を
調
査

し
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

 [

設
問
項
目]

　
①
作
業
料
金
に
対
す
る
意
識

　
②
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度

　
③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　
④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　
⑤
そ
の
他
要
望

２　

調
査
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
目
的
を
記
し
た
案
内
文
と
、
返
信
に

設
問
項
目
を
記
載
し
、
回
答
欄
に
記
入

し
、
返
信
し
て
も
ら
う
よ
う
、
発
送
し

た
。

３　

対
象
者

　
平
成
三
十
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
の

二
か
月
間
の
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
た
公
共
機
関
を
除
く
事
業
者
、
一

般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
各

業
務
に
設
定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ
う

に
業
務
ご
と
に
無
作
為
に
抽
出
し
て
行

な
い
、
計
五
百
通
を
発
送
し
た
。
返
信

は
三
百
六
通
（
回
答
率
六
十
一
・

二
％
）
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
果

と
な
っ
た
。

　
料
金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回

答
が
５
割
以
上
で
あ
り
、
安
い
・
や
や

安
い
と
す
る
回
答
を
含
め
る
と
９
割
近

い
割
合
で
あ
っ
た
。
仕
事
ぶ
り
へ
の
満

足
度
は
、（
や
や
満
足
を
含
む
）
７
割
を

超
え
て
お
り
、
普
通
ま
で
含
め
る
と
９

割
以
上
で
あ
る
。

　
今
後
の
意
向
に
つ
い
て
、
全
体
結
果

と
し
て
は
、
是
非
依
頼
、
た
ぶ
ん
依
頼

と
す
る
回
答
が
大
半
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
意
向
に
絡
む
要
素
と
し
て
、「
料

金
」
と
「
満
足
度
」
に
は
関
係
性
が
見

ら
れ
、
料
金
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
あ
る

い
は
満
足
度
が
下
が
る
ほ
ど
次
回
依
頼

へ
の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
参
考
に
い

た
し
ま
す
。

1%
図１ 作業料金(設問①)

　
次
の
業
務
の
就
業
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
海
岸
清
掃
・
浜
降
祭
海
岸
清
掃
・
花

火
大
会
海
岸
清
掃
に
つ
い
て
は
、
六
月

二
十
六
日
（
水
）
の
午
前
九
時
か
ら
十

時
ま
で
事
務
局
窓
口
に
て
受
付
し
ま

す
。
参
議
院
選
挙
投
票
所
案
内
業
務
に

つ
い
て
は
七
月
五
日（
金
）の
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
事
務
所
窓
口
に
て
受
付

し
ま
す（
各
募
集
に
つ
い
て
は
電
話
・
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
。
窓

口
の
み
で
の
受
付
で
す
）
。
先
着
順
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。ご
承
知
願
い
ま
す
。

★
海
岸
清
掃

日
　
　
時
　
七
月
六
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　
　
八
月
三
十
一
日
（
土
）
の

　
　
　
　
　
毎
日
午
前
と
午
後
各
二
時

　
　
　
　
　
間

募
集
人
数
　
午
前
･
五
人
　
午
後
･
五
人

★
浜
降
祭
海
岸
清
掃

日
　
　
時
　
七
月
十
五
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
十
時
三
十
分
ま
で
二
時
間

募
集
人
数
　
二
十
人

★
花
火
大
会
海
岸
清
掃

日
　
　
時
　
八
月
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
六
時
か
ら
十
時
ま
で

　
　
　
　
　
四
時
間

募
集
人
数
　
三
十
五
人

★
参
議
院
選
挙
投
票
所
案
内
業
務

日
　
　
時
　
七
月
二
十
一
日（
日
）（
予
定
）

　
　
　
　
　
午
前
六
時
四
十
五
分
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
八
時
十
五
分
ま
で

　
　
　
　
　
前
半
・
後
半
各
六
時
間
四

　
　
　
　
　
十
五
分

募
集
人
数
　
三
十
六
人
（
時
間
・
就
業

　
　
　
　
　場
所
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

性
　別

受
注
件
名

発
生
場
所

No 年
　齢

就業中事故発生

日　時

途上

賠
償

傷
害

傷
害

事故の

程度
事故詳細内容

　
平
成
三
十
年
度
は
、
就
業
中
の
傷
害

事
故
が
五
件
、
就
業
途
上
の
傷
害
事
故

が
二
件
、
就
業
中
の
賠
償
事
故
が
六
件

の
合
計
十
三
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
平
成
三
十
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
、

就
業
中
、
就
業
途
上
の
傷
害
事
故
が
そ

れ
ぞ
れ
一
件
ず
つ
増
え
、
就
業
中
の
賠

償
事
故
は
一
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
全

体
と
し
て
は
一
件
の
事
故
件
数
増
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度

の
安
全
管
理
委
員
会
で
は
「
安
全
・
適

正
就
業
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
に
基

づ
い
た
指
導
を
強
化
し
、
ま
た
、
就
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
進
め
て
い
く
な

ど
の
安
全
対
策
に
、
よ
り
注
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
就
業
の
際
に
は
、
自
身
の
体
調
や
作

業
現
場
の
状
況
等
を
確
認
し
、
事
故
の

無
い
よ
う
安
全
・
適
正
な
就
業
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
就
業
場
所
ま
で
の
行
き
帰
り

に
つ
い
て
も
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
交
通
事

故
の
防
止
に
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

事
、
焦
ら
ず
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
運
転

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
鎌
倉
時
代
に
吉
田
兼
好
に
よ
り
書
か

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
徒
然
草
の
中
に

『
高
名
の
木
登
り
』
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
す
。

　
曰
く
、
木
登
り
の
名
人
と
呼
ば
れ
た

人
が
人
に
指
示
を
出
し
て
高
い
木
の
枝

切
り
を
さ
せ
て
い
た
時
に
、
危
険
そ
う

な
高
所
作
業
の
時
に
は
何
も
言
わ
ず
、

木
を
降
り
よ
う
と
し
て
二
〜
三
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
に
降
り
て
き
た
時
に
初
め
て

「
気
を
付
け
て
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
「
高
い
と
こ
ろ
で
は
自
分
か

ら
気
を
付
け
て
い
る
が
、
低
い
と
こ
ろ

で
は
安
心
し
て
注
意
を
怠
っ
て
し
ま

う
。
事
故
は
そ
う
い
う
時
に
起
こ
る
も

の
で
す
」
と
い
う
お
話
で
す
。

　
「
ま
さ
か
事
故
は
起
こ
ら
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
思
い
込
み
や
油
断
が
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
仕
事
が
完
全
に
終

わ
る
ま
で
、
注
意
が
大
切
で
す
。

徒
然
草
の

　　『
高
名
の
木
登
り
』に
学
ぶ

左足甲・小指
の骨折

襖
張
替
え

男
性71̶̶○

鶴
が
台

1
Ｈ30.4.23

9時30分

発注者宅にて、取り外した襖
を運ぶ際、階段で足を踏み外
した。

両膝の打撲・
軽度の擦過傷

屋
外
軽
作
業

男
性80○̶̶

中
海
岸

2
Ｈ30.4.29

13時30分

就業後の帰宅途上、信号待ち
の際左後方から進行してきた
バイクに接触され、自転車から
地面に投げ出された。

頭部・脚部の
打撲

理
事
会

女
性70○̶̶本

村3
Ｈ30.5.14

16時05分

理事会の終了後、自転車にて
帰宅中、自動車に接触され転
倒した。

左手甲・右手
中指の虫刺さ
れ

除
草

男
性72̶̶○

浜
之
郷

4
H30.7.30

13時30分

除草作業中、蜂の巣に気が付
かずその付近に手を入れ、刺
された。

車両ボディー
へのシミ

樹
木
の
消
毒

男
性79̶○̶

東
海
岸
北

5
H30.8.18

8時30分

発注者宅の樹木の消毒作業
中、隣接した駐車場の車両に
消毒液を飛散させてしまった。

チャイルドシー
トの取り付け
部分の破損

駐
輪
場
管
理

男
性71̶○̶共

恵6
H30.8.24

9時30分

駐輪場管理業務中、場内の自
転車の移動を補助した際、チ
ャイルドシートの取り付け部分
を破損させた。

タイヤ側面に
切れ込みによ
る損傷（パンク）

除
草

男
性73̶○̶

平
和
町

7
H30.8.27

10時00分

草刈作業中、駐車車両のタイ
ヤ側面に草刈機の回転刃を
接触させた。

左手親指の
切創

植
木

男
性65̶̶○

緑
が
浜

8
Ｈ30.10.22

10時00分

植木剪定作業中、バリカン作
業中に脚立がぐらつき、バラ
ンスを崩した際に刃が左手親
指に接触した。

右腕の打撲・
右手親指の
複雑骨折

植
木

男
性69̶̶○浜

竹9
Ｈ30.10.29

13時00分

植木剪定作業中、はしご上で
バランスを崩してコンクリート
の地面に落下した。

鍵の閉じこみ・業
者の出張サービス
による対応

夜
間
管
理
業
務

男
性75̶○̶

浜
見
平

10
Ｈ30.11.9

21時00分

施設の夜間管理業務中、鍵を
保管するキャビネットに当該
キャビネットの鍵も入れて施
錠してしまった。

左顔面の裂傷
（7針縫合）・左
手小指の骨折

建
物
管
理

男
性74̶̶○

東
海
岸
北

11
Ｈ.30.12.2

11時00分

建物管理業務中、駐車場内に
て転倒し、左手および顔面を
強打した。

傘立ての破損

屋
内
清
掃

男
性75̶○̶

中
海
岸

12
H30.12.25

10時15分

屋内清掃業務中、傘立ての移
動の際に誤って床に落下させ
破損させた。

天窓の破損

屋
内
清
掃

男
性89̶○̶松

林13
Ｈ30.12.25

10時30分

屋内清掃業務中、清掃用薬剤の
容器を4階から落下させ、１階に
ある施設の天窓を破損させた。

第76号　シルバーちがさき 第76号　シルバーちがさき
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理
委
員
会



（4）（5）

　
公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
二
年
に
設
立

三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

し
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
三
十
周
年
記
念
事
業
に
む
け
た
準
備

を
始
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
設
立
三
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
そ
の
中

で
『
三
十
周
年
記
念
式
典
部
会
』『
三
十

周
年
事
業
部
会
』『
三
十
周
年
記
念
誌
部

会
』
を
発
足
し
、
来
年
の
記
念
事
業
本

番
を
見
据
え
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
参
考
と
し
て
平
成
二
十
二
年
に
行
わ

れ
た
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
と
式
典

終
了
後
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

　
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
二
十
周
年
記
念
式
典
当
日
に
は
た
く

さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
式
典
で
は
理
事
長
か
ら

の
挨
拶
の
後
、
当
時
の
茅
ヶ
崎
市
長
様

を
は
じ
め
関
係
各
所
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

に
は
、
設
立
当
初
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
功
労
い
た
だ
い
た

会
員
さ
ん
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

典
運
営
に
関
す
る
準
備
に
加
え
て
、
皆

さ
ん
に
お
渡
し
す
る
記
念
品
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
部
会
員
一
同
、
出
席
い
た

だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
式

典
と
、
受
け
取
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
記
念
品
を
目
指
し
て

検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

□
三
十
周
年
イ
ベ
ン
ト
部
会

　
イ
ベ
ン
ト
部
会
で
は
、
式
典
当
日
、

式
典
終
了
後
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
準
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
が

元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ

ン
ト
部
会
員
一
同
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

□
三
十
周
年
記
念
誌
部
会

　
記
念
誌
部
会
で
は
、
三
十
周
年
を
記

念
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
歩

み
や
会
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
等
を
掲
載

し
た
記
念
誌
の
発
行
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
何
度
も
見
た
く
な

る
よ
う
な
記
念
誌
を
目
指
し
て
、
記
念

誌
部
会
員
一
同
で
掲
載
内
容
の
検
討
や

掲
載
写
真
の
選
定
な
ど
、
準
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
式
典
の
後
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

時
間
を
設
け
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
当
日
に
は
会
員
の
皆
さ

ん
に
記
念
品
と
記
念
誌
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。

 

　　
今
回
、
記
念
事
業
の
準
備
を
行
う
各

部
会
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

□
三
十
周
年
記
念
式
典
部
会

　
記
念
式
典
部
会
で
は
、
式
典
当
日
の

次
第
の
検
討
や
外
部
へ
の
連
絡
等
の
式

 
　
今
回
の
三
十
周
年
記
念
事
業
で
も
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
楽
し
み
、
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
三
十
周
年
記
念
式
典
は
令
和
元
年
五

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当
日
に
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！
　

　
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
式

典
・
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
誌
に
関
す
る
要

望
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ら

事
務
局
へ
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
里
山
は
少
し
ず
つ
失
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
茅
ヶ
崎
に
は
自
然
な

ま
ま
「
里
山
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
県
立
茅
ヶ
崎
里
山
公
園
で

す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
里
山
公
園
を
紹
介
し

ま
す
。

　
里
山
公
園
は
茅
ヶ
崎
北
部
、
芹
沢
に

あ
り
ま
す
。
車
も
し
く
は
バ
ス
を
利
用

し
て
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
回
は
車
で
訪
ね
ま
し
た
。
駐
車
場

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
カ
メ
ラ

を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の

を
見
か
け
ま
す
。

　
園
内
の
植
物
は
四
季
に
合
わ
せ
て
彩

り
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
そ
の
時
々
の

違
っ
た
景
色
を
見
つ
け
る
こ
と
も
楽
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
園
内

に
は
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
ベ

ン
チ
や
四
阿
な

ど
の
休
憩
場
所

が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
谷
の
家

（

や

と

の

い

え
）
、
里
の
家

と
呼
ば
れ
る
場

所
は
共
用
ス

ペ
ー
ス
と
し
て

も
使
わ
れ
、

様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
利
用
さ
れ

て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ど
の

場
所
も
里
山
の

も
十
分
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
園
に
入
る
と

す
ぐ
に
、
そ
こ
か

し
こ
か
ら
鳥
の
さ

え
ず
り
が
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。
ウ
グ

イ
ス
や
ヒ
バ
リ
の

よ
う
に
聞
き
覚
え

の
あ
る
鳴
き
声
を

は
じ
め
、
様
々
な

鳥
の
声
が
合
唱
の

よ
う
に
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

　
日
差
し
が
強
い

日
で
し
た
が
、
森

の
中
の
道
を
歩
く

と
空
気
が
涼
し
く

て
森
林
浴
を
満
喫

で
き
ま
す
。

　
鳥
や
昆
虫
、
植

物
な
ど
を
眺
め
、
写
真
に
撮
っ
た
り
し

な
が
ら
の
散
策
で
す
。

　
園
内
に
は
梅
の
小
径
、
桜
の
小
径
と

い
っ
た
梅
や
桜
の
咲
く
エ
リ
ア
の
他
に

も
、
里
山
に
自
生
す
る
様
々
な
草
花
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
う
っ
そ
う
と

茂
る
木
々
の
中
を
歩
く
だ
け
で
も
新
鮮

な
感
覚
で
す
。
園
内
全
体
が
撮
影
ス

中
で
す
が
、
と
て
も
き
れ
い
に
管
理
さ

れ
て
い
て
、
ゆ
っ
た
り
休
憩
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
里
山
公
園
内
に
は
「
関
東
の

富
士
見
１
０
０
景
」
と
し
て
定
め
ら
れ

た
場
所
が
あ
り
、
空
気
の
澄
ん
だ
雲
の

無
い
日
に
は
美
し
い
富
士
山
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

  

　
公
園
は
四
季
折
々
な
催
事
も
あ
り
ま

す
。
五
月
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
園
内
は
と
に
か
く
広
い
！

　
ご
見
学
時
は
お
時
間
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
行
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

（
広
報
委
員
　
長
谷
川
）

二
十
周
年
記
念
式
典
に
も
多
く
の
会
員
の

皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
！

二十周年記念式典の様子

第76号　シルバーちがさき 第76号　シルバーちがさき
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